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１１  ＤＤＸＸ人人材材育育成成のの推推進進方方針針  

⑴ 基本的な推進方針

① 推進の趣旨・目的

自動車産業が取り組んでいるＤＸは、「ＣＡＳＥ」（コネクティッドサービス、自動

運転、シェアリングサービス、電気自動車）といわれ、百年に一度の大変革期を迎え

ている。一方、ディーラーも、独自にＤＸの推進に取り組んでおり、自動車整備士の

仕事の平準化や効率的・効果的な接客を推進するなどの業務改善を進めている。これ

らのＤＸ推進のためには、デジタル技術やデジタル活用による自動車産業進展に精通

するとともに、ビジネスモデルに変革をもたらす挑戦力と問題解決力を備えた人材が

求められている。 

 そこで、当校では、「自動車産業ＤＸ」と「ディーラーＤＸ」に分けて、すべてをデ

ジタルコンテンツ教材としてプログラム開発する。「自動車産業ＤＸ」は、令和２年度

に「Ｓociety5.0社会を支えるエンジニア育成事業」において必要な知識・技能テキ

ストを作成しており、そのテキストを基にプログラムを開発する。「ディーラーＤＸ」

は、初年度に企業調査を実施し、専修学校生に求められるデジタルリテラシーとスキ

ルを明確にして取組を進める。

また、哲学対話教育の手法を取り入れ、ＤＸを推進する基盤となるビジネス変革に

向かう感性や協働して問題を探求し、批判的思考力、創造的・自律的思考力などを育

成する。 

② 推進の基本的な考え方

ＤＸ推進のためには、デジタルスキル・リテラシーを習得させ、哲学対話教育を通

して感性や探究心などを育てることが必要であるが、これらは個々に育成されるだけ

ではなく、総合的、複合的に作用し合うことによって、より望ましい人材育成がなさ

れていくものであると考える。 

③ 育成すべきデジタルスキル・リテラシー及び推進に関する資質・能力

【育成すべきデジタルリテラシー・スキルⅠ】 

デジタル革新により急速に進展する自動車産業ＤＸに対応するためには、新たな技

術革新に対応できる基礎的な素養としての知識・技術を習得させる教育プログラムが

必要である。 

【育成すべきデジタルリテラシー・スキルⅡ】 

ディーラーにおいてはデジタル化された整備方法や接客方法などの業務に対応でき

る実践的デジタルリテラシーやスキルが必要であり、職場のＤＸに対応できる基礎

的・実践的な知識・技術を育成する教育プログラムが必要である。 

【育成すべきデジタルリテラシー・スキルⅢ】 

企業では新入社員のデジタルスキルの低さが課題になっており、専修学校生の約７

割がパソコン操作をしておらず、約５割がデジタルスキルを高めることに興味を持っ

ていない。一方、高等学校ではほぼ全員がパソコン操作を学習したことがあると回答

していることから、高等学校の情報科目の学びの連続として、デジタルスキルを育成
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するプログラムが必要である。 

【育成すべきＤＸ推進に関する資質・能力】 

新入社員も専修学校生もＤＸ推進に消極的な態度が見られることから、ＤＸの推進

の基盤となる資質・能力である「デジタル技術を活かし変革していこうとする探求心

や問題解決力」を育成する必要がある。 

 

④ 推進に向けての方針 

【方針１】 

進展する自動車産業の現場・現実・現物の姿を動画コンテンツとして制作するとと

もに、「自動車産業の近未来」を先端技術等を活用して制作すれば、自動車産業界が推

進するＤＸに関するデジタルスキル・リテラシーを効果的・意欲的に習得させること

ができる。 

 

ア 先端技術を活用して動画コンテンツを制作 

・文部科学省の委託を受け「Ｓciety5.0社会を支えるエンジニア育成教育プログラ

ム開発事業」において、高度道路交通システムや自動運転等についてのシラバス

並びにテキストを作成しており、このテキストをもとに動画コンテンツを制作す

る。 

・動画コンテンツは、企業の現場で現実に進展する技術を現物の自動車を使用して

自動車整備士が説明する形態で制作する。 

・ 「自動車産業の近未来」は、急速に進展する自動車産業の姿を３ＤＣＧや三次元グ

ラフィック等を活用したコンテンツとする。 

イ カリキュラムの内容(動画コンテンツの内容) 

・ＩＴＳ（高度道路交通システム）及び自動運転の基本、先進安全運転支援システ

ムの概要、自動運転の仕組、自動運転の仕組とＡＩ技術、自動運転走行支援シス

テムと自動車整備士の役割、自動車産業の近未来 

ウ 予想される成果 

・進展する自動車産業の現実を現場で現物を用いて臨場感のある動画コンテンツと

して制作することにより、ＤＸを推進する自動車整備士の基礎力を育成できる。

また、近未来の動画コンテンツは、イノベーションへの興味・関心を喚起でき

る。 

 

【方針２】 

ディーラー等で必要なデジタルリテラシー・スキルの基礎を習得させれば、ＤＸを

推進する実践力を育成できる。 

 

ア 実践的デジタルリテラシー・スキルを育成 

パソコンの仕組や基本構成、出力・入力装置といった仕組や構造に関する知識よ

りも、ディーラー等の職場で実際に必要となるデジタルリテラシー・スキルに重

点をおき指導する。 

・ディーラーで実際に取り組んでいるＤＸの内容と必要な知識・技能を動画コンテ
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ンツにする。 

・企業の協力を得て、実践的にデジタルリテラシー・スキルを学ぶ演習場面を設定

し、動画コンテンツとして教材化を図る。 

イ 単元構成と企業との連携 

・単元の指導内容は、企業等へのニーズ調査により特定する。 

・実践的デジタルリテラシー・スキルの前提となるパソコン操作及び情報通信ネッ

トワークスキルが不十分な状況が見られるため、訓練を実施する。この部分は、

既存教科等の中で実施する。 

 

【方針３】 

ＤＸを推進するには、自動車業界やディーラーのイノベーションを理解するだけで

なく、ＤＸ推進の基盤となるビジネス変革に向かう感性や協働して問題を探求する態

度、創造的・自律的思考力、コミュニケーションスキルなどを育成する必要があり、

哲学対話教育の推進によりこれらの資質・能力を高めていく。 

 

ア 本校が考える哲学対話教育 

・哲学的に思考し、対話するための方法や構えを学ぶ教育である。 

・問いを立て、考え、対話することを通して他者の意見を尊重しながら協働して問

題を探求し、批判的思考力、創造的・自律的思考力、ケア的思考力を育成するこ

とを目的とする教育である。  

イ ＤＸと哲学対話教育 

・ビジネスモデルの変革やイノベーションの創出といったＤＸを推進するには、Ｄ

Ｘを自分の仕事と捉える感性とチームで問題解決する能力や創造力が必要であ

り、問い、考え、協働で探求することを目的とする哲学対話教育が有効であると

考える。 

ウ 哲学対話教育の方法 

・簡単に答えの出ない問題を協働して答えを探求する。 

・普段、あたり前のように思っていることを、もう一度根底から問い直し、それを

自分の言葉で語る。 

エ 哲学対話教育の学び方 

・自分とは違う考えを簡単に拒絶したり遮断したりすることなく、他者の意見に耳

を傾ける。 

・自分の意見を主張し合うのではなく、「問い合う」ことを中心とした対話の空間を

作り出す。 

・ 「わからない」「考え込む」といった体験を通して、問いを熟慮し、粘り強く考え

る。 

オ 哲学対話教育の指導の工夫 

・他の専修学校でも活用できるよう汎用性を高めるため、15分程度のオンデマンド

配信型の演習動画コンテンツを制作する。 

カ 哲学対話教育の演習テーマ例 

・近年、自動車産業は急速に進化している。進化事例を抽出し、その進化と自動車

整備士の役割の変化について意見を述べよ。 
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⑤ 推進基本方針構造図 

ＤＸ推進人材の要件と育成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸ推進人材とは（経済産業省） 
・ 「デジタル技術やデータ活用に精通した人材」 

・「業務内容に精通しつつ、デジタルで何ができるかを理解し、ＤＸの取組をリード

する人材、その実行を担っていく人材」 

 

 

 

 

 

【本事業で目指すＤＸ推進人材像】 
職種の専門性とデジタル技術の両方の知見を持ち、事業・業務改善を積極的

に実行する可能性を備えた人材 

 

【ＤＸ推進に必要な職種の専門性】 
・自動車の先進技術の進展に関する素養 

・企業の業務改善に関する基本的な知識 

 

 

 

 

 

 

【ＤＸ推進に必要なデジタル技術】 
・基礎的なデジタルスキル  ・データ分析力 

 

 

 

 

 

 

【ＤＸ推進の基盤となる能力】 
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ  ・課題発見ｽｷﾙ  ・他者理解ｽｷﾙ 

・自己理解ｽｷﾙ   ・ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝｽｷﾙ ・柔軟な対応ｽｷﾙ 

・改善視点発見ｽｷﾙ 

 

 

 

 

 

自動車整備士養成課程校で育成すべきＤＸ推進能力 

◆自動車産業ＤＸ教育教

材を制作して育成 

◆自動車ディーラＤＸ教

育教材を制作して育成 

◆哲学対話教育教材を制

作して育成 

ＤＸ人材育成方法の基本方針 

◆ＤＸ推進人材には、机上の論理よりも実践的な能力が必要である。 

 ①実際のＤＸ推進状況を理解する過程でデジタルスキルやリテラシーを育成する。 

②業務上の課題をとり上げて教材化することにより、実践的スキルを身に付けさせる。 

【哲学対話教育教材】 

自動車に関係する演習テ

ーマを設定し、ＤＸ推進

の基盤となる対話ｽｷﾙを

育成する。 

【自動車産業ＤＸ教材】 

自動車先進技術の素養育 

成動画を制作し、背景に 

あるデジタル技術を探求 

する。 

【自動車ﾃﾞｨﾗｰＤＸ教材】 

実際のﾃﾞｨﾗｰＤＸの場面を 

動画制作し、その目的と 

効果及び必要なデジタル 

技術について探求する。 
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⑵ 育成すべきデジタルスキル・リテラシー概要 

① 基礎となるデジタルスキル・リテラシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動車産業界におけるＤＸ 
 

・ＧＮＳＳ等を活用した位置特定技術 

・レーザーレーダー等による認識技術 

・事故発生予測技術 

・安全性をリアルタイムに算出するプ

ランニング技術 

・運転者の状況を監視するドライバー

モニタリング技術 

・車々間通信等の通信技術 

・自動運転車のセキュリティ技術 

・様々な情報をより正確な位置で記録

しダイナミックマップ 

ディーラーにおけるＤＸ 
 

・消耗品等レポートシステム 

・ＳＮＳ・ｌｉｎｅ予約サービス 

・車両認識システム 

・作業工程管理システム 

・電子帳票システム 

・音声認識入力システム 

・車両診断連携システム 

・修理書電子化システム 

・業務の平準化とタスク管理システム 

・顧客サービス説明システム 

・ＡＩ下取り車値付けシステム 

 

調査の結果、専門学校で育成すべきデジタルスキル・リテラシーは、産

業界や企業で進められているＤＸを理解・推進するための基礎となる知

識・技術である。 

基礎となるデジタルスキル・リテラシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【インターネットの基礎と利用】 

・ネットワークの基礎知識 

・インターネットの仕組 

・インターネットサービスの利用 

・メールソフトの利用 

 

【情報機器の基本操作】 

・入出力インターフェイス 

・アプリケーションソフトの基礎 

・ワープロソフト機能と活用 

・プレゼンテーション・表計算ソフ

ト・データベースソフトの基礎 

 

 

【パソコン基礎】 

・パソコンの仕組と取扱、特徴 

・ハードウェアの基本構成、性能 

・ソフトウェアの種類と役割 

・オペ―レーティングシステム 

・入出力装置と種類 

・補助記憶装置の種類 

 

 

 

 

【情報モラル・セキュリティ】 

・情報資産とマルウェア 

・サイバー攻撃とセキュリティ 

・ネットワーク利用者のエチケット 

・ネットワークセキュリティ 

・暗号化、生体認証、デジタル署名 
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② 専門学校でのデジタルスキル・リテラシーの習得

専門学校で習得する必要があるデジタル技術の特定 

１ パソコンの基礎知識と初歩的操

作技術 

・ハードウェア

・ソフトウェア

・コンピュータのシステム構成

２ コミュニケーションツールやイ

ンターネットに関する基礎知識と

活用方法

・ネットワーク

・インターネットの仕組

３ セキュリティや情報モラルに関

する基礎知識 

・情報セキュリティ管理

・モラルの必要性

・情報社会のルール

Ａ 顧客管理の基礎技術 

・管理ツール

・商談ツール

・顧客サービス

Ｂ 故障診断機の理解と基礎技術 

・故障診断機の理解

・診断方法のトレーニング

Ｃ 電子機器の基礎技術 

・スキャンツール

・タイやチェンジャー

・コネクトカー

・電子版サービスマニュアル

・電子整備所

パソコンの基礎を学ぶ 実践的スキルを学ぶ 

情報活用検定の取得 

企業と連携し模擬体験を実施 

（可能であればディーラーＤＸ動画

と連動させたい） 

経済産業省：ＤＸリテラシー標準 

・ＤＸを自分事と捉え変革に向けて

行動

・ＷＨＹ、ＷＨＡＴ、ＨＯＷ、マイ

ンドスタンド（別添参照）

・企業調査に問合せ、どのような研

修をしているかを調査

・資料提供を依頼

・模擬体験への協力を依頼
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⑶ 哲学対話教育の方向性 

哲学対話教育の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【哲学対話によって学ぶもの】 
 

・対話はどのように深められるか身をもって学ぶ。 

・職場での人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの方法を学ぶ。 

・他人事を自分事として考えをめぐらす見方・考え方が育つ。 

・事柄を支えている人に目を向ける見方・考え方が育つ。 

・なぜ、そうするのか考える、目を向ける見方・考え方が 

育つ。 

・他者の考え方に気づく事の大切さを学ぶ。 

【哲学対話の方法】 
・問いを出す人が結論を知っている事柄

は対話にならない。 

・問いを出す人と問いを考える人が同等

の立場、レベルの事柄について対話す

る。 

【自動車関連の哲学対話のテーマ例】 
 

・日常の「あたり前」意識から、それを支えているもものに気づくようなテーマ 

・学習者が気づけることと、気づけないこととの間にあるようなテーマ 

・もう一歩踏み込むと考えが深まるようなテーマ 

・現場で生じる課題となるジレンマ的テーマ 

・顧客の視点から考えをめぐらすようなテーマ 

・長年、自動車整備に関わった人の苦労経験テーマ 

 

【哲学対話の評価】 
 

・基本は自己評価である。 

・楽しく、他者と協力して学べたかを評価する。 

・熱意をもって学べたかを評価する。 

・対話に貢献できたかを評価する。発言しなく 

とも豊かに反応することも貢献である。 

 

【ＤＸの基盤育成】 

 

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙ 

・対話深化ｽｷﾙ 

・柔軟な対応ｽｷﾙ 

・他者理解ｽｷﾙ 

・課題発見ｽｷﾙ 

・改善視点発見ｽｷﾙ 

【哲学対話とは】 
・話し合いではない。 

・解決する場ではなく、そこに至る

方法を出し合う。 

・試行錯誤することを特色とする。 

 

【留意点】 

・授業の初めに、哲学対話で育て

たいことを明確に伝えておく 

例：他者の意見を聞く。 

他者の意見を応用して述べる 

  聞いていることがわかること

を態度に現わす。 

【具体例】 

①自動運転の発達により失わ

れていくもの。 

②なぜ自動車に乗るのか。 

 

8



9



２ ディーラーのＤＸ推進状 

(1) ディーラーＤＸ推進一覧 

分類：①-顧客サービス向上を図るＤＸ 

     ②-売り上げアップを図るＤＸ 

     ③-業務の効率化を図るＤＸ 

ＤＸ推進項目 内容 分類 

車両認識システム お客様来客時に出入口にあるカメラによってナンバープレー

トを読み取り名前や車両データを把握。 

①②③ 

タイムマネージメ

ント 

ＩＴを利用。車検や点検の予約が入ると工場長が役割を分担

し 1日の予定表を作成。各整備士はＰＣ及びタブレットで担

当作業を確認できる。作業中、作業完了をＰＣにより入力す

ることでリアルタイムの進捗状況の把握が可能。 

② 

③ 

コネクトカー 車両に通信端末を搭載し、車両や運転者等の状況を把握して

ＩＴで必要な情報共有を行い、トラブル等に迅速に対応。 

① 

作業工程管理ボー

ドデジタル化 

入庫予約からすべてデータ化し、当日行う作業予定と作業状

況をモニターにて全体管理が可能。 

② 

③ 

ウェアラブル端末

を使用した定期点

検  

乗用車の点検時に、点検項目をパソコンから音声により作業

者に指示が可能。 

③ 

タブレットでの顧

客説明 

お客様への整備説明などはタブレットを使用し、自動車の構

造や仕組みを動画やイラスト、写真でわかりやすく説明。 

① 

③ 

修理書・配線図集

等の電子化 

自動車整備中にＰＣ端末を利用して車両情報を打ち込むと車

両の修理データや配線データが瞬時に表示。 

③ 

ワンストップサー

ビス（ＯＳＳ）  

自動車に関する各種手続きと税・手数料の納付がインターネ

ット上で一括して行う事ができるシステム。 

③ 

インターネットを

使った自主学習シ

ステム 

インターネットを使った勉強を就業時間内の細切れ時間で行

う事により、時間を有効に使う事が可能。 

③ 

ＬＩＮＥアプリを

利用した入庫予約 

ＬＩＮＥアプリを利用して入庫予約ができ、顧客の利便性が

向上。 

① 

③ 

車両データ確認シ

ステム 

車両データはすべてメーカーで確認できるシステム。 ③ 

中古車のＡＩ査定 下取り車の査定を効率的に行うためアプリを使用し、必要事

項、写真等を順番に入れることによって相場にあった金額提

示がされ、そのため時間短縮が可能。 

③ 

リモート故障診断 遠隔地に居ながらアプリを利用して音や振動などを確認しな

がら故障診断を実施することが可能。 

③ 

車検連携システム 検査員が車両検査を実施することにより測定値が自動で記録 ③ 
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簿に記入できるシステムで、誤記入もなくなり作業効率が改

善。 

お客様情報ツール お客様の情報を会社全体で共有する事でお客様個人々々に親

身なアドバイスが可能。 

①②③ 

ＡＩ等を利用した

見守りシステム 

車両のコンピュータからの情報を、サーバーで常に監視する

ことで、そのデータの中から車両の故障が発生している状況

や、発生する可能性の段階を、ＡＩ等を利用して把握。 

①③ 

ｉＰａｄを利用し

たエーミングセッ

ティングシステム 

エーミングのセッティングを楽々エーミングを使用して、ｉ

ＰａｄのＡＲ機能により可視化することでターゲットの設置

を容易に実施が可能。 

③ 

点検サポートシス

テム 

車ごとに異なる点検箇所などを、イラスト等で表示して点検

箇所を確認できる。点検方法や点検基準なども表示され、良

否判定を簡単に確認しながら作業を行うことが可能。 

③ 

車両パーツ検索サ

ポート  

自動車の整備で部品交換が必要になった場合の検索機能の充

実。 

③ 

ＶＲによる点検箇

所を可視化  

マイクロソフトのホロレンズ（ＶＲゴーグル）を装着し、点

検項目や点検方法を空間に表示させることにより実車での作

業を効率化できるシステム。 

③ 

Ｇｏｏｇｌｅフォ

ームを利用した工

具のチェック管理  

工具チェックをＧｏｏｇｌｅフォームで写真を撮影して管理

することにより作業効率が向上し時間短縮することが可能。 
③ 

トルク管理システ

ム 

トルクレンチでの締め付けトルクがデータ化され会社やお客

様とデータの共有ができることによって整備士のミスがなく

なり安全性も確保することが可能。 

③ 

ＡＲ技術を使用し

た整備作業データ

の閲覧 

ＡＲ技術を使用してタブレットを介して車両を見ることによ

り配線図が出てきて、配線、コネクタの情報を見ることが可

能。 

①③ 

ＢＰ作業の工程管

理 

板金塗装等の修理工程の開始と終了を各担当者がシステムに

入力し、現時点でどの作業状況かを見える化することによ

り、各担当者の業務管理の簡素化が可能。また、お客様の車

両の作業の進捗状況をＢＰ工場だけでなく各営業所からも確

認が可能。 

①③ 

ＡＲグラスを使っ

た遠隔地での車両

診断 

遠隔地での作業指示をインターネットのズーム等を利用して

作業指示や資料の提供を行うことができるシステム。作業者

がＡＲグラスを装着して配線図等をモニタで見たり、カメラ

で映った画像を遠隔地の整備士が見て部品の良否を判定する

事ができ、作業の効率化や職員の負担を減らす事ができる。 

③ 

整備点検記録簿の 車検時の記録簿の電子化以外にも 12ヵ月ごとの定期点検、分 ③ 

11



電子化 解・特定整備記録簿、ディーラー等が独自で実施の６カ月の点

検記録簿や新車点検において紙ベースから電子化することに

より、資源の有効活用、印刷する手間、記録簿の保管スペース

などの改善が可能。 
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①自動車の近未来（未来にこそ自動車整備士のビジネスチャンスがある）

少子化・高齢化・働き手不足・環境・災害など
日本の社会情勢を背景に
自動車産業の技術革新は
Ai技術の飛躍とともに大変化し
自動車本体の発展だけでなく
自動車関連業界はもちろん
周辺産業への影響も拡大している
自動車整備士は単なる整備士ではなく
未来にこそチャンスがあるのです

◯近未来をイメージさせるアニメーションで構成
登場人物：自動車博士
　　　　  未来型ロボットR6　
　　　　  整備士を目指す学生A・B2人

学生A
「EVとか自動運転とか、いろいろ言ってるけど
実際のところ、自動車はこの先どうなるんだろう」
学生B
「ほんとにそう！わたしもさっぱり分かんないよ。
これから何を一番学んだらいいのかも…」
博士
「君たち！今は情報がいっぱい入ってきて
便利な半面、迷うことが多くて大変だよね～」
博士
「では、私が現在の自動車業界のことや
技術についてお教えしよう」
「日本の代表的産業である自動車業界も
人手不足の傾向にありるんだ
その原因は、少子高齢化による
労働人口の減少だけでなく
若者の車に対する関心が薄れていることや
職業選択の多様化も挙げられるぞ」

［ナレーション］［映像イメージ］

導入イメージ

タイトル

「自動車産業の技術革新と自動車整備士の役割」

「自動車産業の技術革新と自動車整備士の役割」

文部科学省委託事業令和6年度
次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業

自動車の近未来
未来にこそ自動車整備士の
ビジネスチャンスがある

４４　　教教材材「「自自動動車車産産業業ＤＤＸＸココンンテテンンツツ」」シシナナリリオオ
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５　教材「ディーラーＤＸコンテンツ」シナリオ

①タブレットを使用した整備作業の説明

デジタル技術の搭載、活用により
急速に変革する自動車産業
自動車産業の進展に精通しながら
デジタル技術を活用し
効率的、効果的な業務改善や
問題解決ができるディーラーの人材が
求められています
次代を担う自動車整備士のDXの活用とは

［ナレーション］［映像イメージ］

導入イメージ

タイトル

トヨタカローラ姫路株式会社

次代を担う自動車整備士ＤＸ人材養成プログラム開発事業

タブレットを使用した整備作業の説明

タブレットを使用した整備作業の説明について
インタビュー形式で語っていただきました。

トヨタカローラ姫路株式会社
エグゼクティブトレーナー  小林 弘章 さん

Q1. タブレットを使用した整備作業の説明について教えてください

５５　　教教材材「「デディィーーララーーＤＤＸＸココンンテテンンツツ」」シシナナリリオオ
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（NA）
自動車は、急速なデジタル技術の搭載や活用とともに
自動車産業ではDX化が進められています
デジタル技術力やDXに精通するとともに、
変革をもたらす挑戦力と、
問題解決力を備えた人材が求められています
中でも哲学対話教育は、DXを推進する基盤となる
ビジネス変革に向かう感性や
他者を尊重しながら、共同して問題を探求する
創造的・自律的思考力を育成します

】昼・ジーレガの家【 ①ンーシ
キャンプの荷物を積んでいる息子
モノローグ
息子：自動車の整備学校に進学して１年。
　　一人暮らしにもようやく慣れてきた。
　　今日は父親とキャンプに出掛ける。
　　父さんとはキャンプ場で合流する予定だ。
　　実家にいた頃は、もちろん一緒に行ってたけど、
　　僕が家を出てからは、現地集合、現地解散。
　まあ、現代的っちゃ現代的なのかな。
　　今回は奮発して、父さんが欲しかった
　　電気自動車をレンタルした。
　これで行ったら、きっと父さんびっくりするぞ。
電話する息子と父
息子：もしもし
父：    もしもし。そっちはどうだ？荷物は積み込んだか？
息子：うん。積み終わって、そろそろ出るところ！
父：　そうか。ちゃんとスタットレスタイヤに
　　  してもらったか
息子：ちゃんとしてるよ。父さんにも言われてたからね。
父：　そっか。ならいいんだけど。車の運転、
　　  気を付けてくるんだぞ。
息子：分かってるよ。父さんも気を付けて。
　　  じゃあまたあとで
父：　はい。

［ナレーション・構成］［映像イメージ］

タイトル

影
撮
画
動
を
話
会
の
子
と
父

▼

①自動車技術の進化と社会

導入

94

(2)教材シナリオと指導案
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（3）評価シート
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タイトル

テーマ

(NA) 
デジタル技術により急速に変革する自動車産業
コネクティッドサービス・ITSや自動運転技術
シェアリングサービス・電気自動車など
DX推進の取組みが加速しています
自動車整備士も自動車産業のDXに精通しながら
デジタルリテラシー やスキルを持ち
効率的・効果的な業務改善や
問題解決ができる人材が求められています

自動車整備土を目指す学生が
近い将来、就職した時
実際の仕事では、さまざまな課題に直面します
総合的DX評価は、その一場面を取り上げ
問題を考えながら、答えを導きだすための教材です

［ナレーション・構成］［映像イメージ］

７７　　ＤＤＸＸ人人材材育育成成評評価価
（1）総合的評価コンテンツ構成

①コンテンツⅠ
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［ナレーション・構成］［映像イメージ］

③コンテンツⅢ

153

（NA）
実際のビジネスでは
想定しないトラブルや課題がいっぱいです
この課題に対して具体的に解決できるよう
想像力を働かせ、考えながら
答えを導き出せるような動画を作成
今回は整備士のスキルとして必ず必要とされる
問診をテーマに設問を設定
評価のコンテンツとして構成します

先輩：　そこのバルブをもっとしっかり締めないと！

新人：　はい！すみません
　　  　気を付けます

新人：　自動車の故障など修理の第一歩は
　　  　お客様と整備士の間で
　　  　会話しながら聞き出すという「問診」
　　  　で始まります
　　  　この問診は、修理する上で非常に重要で
　　  　特に、聞き漏らしたり
　　  　顧客が言い忘れたりといったことが
　　  　僕たち新人には、本当に緊張する場面です

タイトル

導入イメージ
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［ナレーション・構成］［映像イメージ］

154

先輩：いらっしゃいませ

先輩：ちょっと聞いといてくれ

新人：いらっしゃいませ
　　  今日はどうされましたか

新人：はい

お客様：ちょっと前からカラカラと変な音がするの
　　  　それとブレーキの効きがわるいようだし
　　  　この間変えたワイパーの拭きが悪いし
　　  　メータの警告灯が点きっぱなしで大丈夫？
　　  　あっもう一つ
　　  　ヘッドライトが暗い感じがするんだけど

新人：　分かりました
　　  　少々お待ちください

お客様：じゃあ頼みますね。
　　  　急いでお願いします。
　　  　あっもう一つここが…
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［ナレーション・構成］［映像イメージ］

155

部下：　いろいろ言われたけど
　　  　聞き漏らしてないよなぁ
　　  　こんな時いったいどうすればいいんだろう
　　  　何度もお客様に聞くと間違いないけど
　　  　不安にさせるかなぁ

部下：　と言ったものの、まだまだ
　　  　作業手順が分からないことが多くて
　　  　失敗することも度々であるんだよなぁ
　　  　今回も分からないことがあったらどうしよう
　　  　先輩は忙しそうだし、
　　  　教えてもらえそうにないよ
　　  　大丈夫かなぁ　できるかなぁ

部下：　あっハイ！なんとかぁ

部下：　わ！わかりました

上司：　おい！ちゃんと聞いたか

上司：　じゃあ任せるなぁ
　　  　あっちも急いでるから
　　  　あんまりお客様を待たせるなよ

155



［ナレーション・構成］［映像イメージ］

156

エンディング
イメージ

（NA）
自動車整備士は整備技術を磨くだけでは
本当のスキルアップと言えません
新人の時からお客様や先輩など様々な人に触れ
人間関係を構築し、人間力を養うことで
課題を解決しようとする意欲やアイディアが生まれます
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（2）評価シートとルーブリック表

 

�� 

評価�����（��）������������������ 

�� ������������� 

�������� 

�� �������������������� 

�������� 

�� ������������������� 

���������� 

���������� 

157
157



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

158
158



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

159

159



 

 

 10  

15  

10  

5  

0  

  

 

 10  

15  

10  

5  

0  

 

 

 10 20  

20  

15  

8  

0  

 

 

 10 20  

15  

10  

5

 

0  

 

 

  

10 20  

20  

15  

8  

0  

160

160



 

 

10 20  

15  

10  

5  

0  

 

161

161




